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［資料２］ 説明文の事例について，さらによくなるための「提言」をまとめるワークシート
新学習指導要領における「言葉による見方・考え方」の三側面
さらに、「言葉による見方・考え方」を育成するためのカリキュラムの策定についても、具体化していく必要が
ある。新学習指導要領を整理した際、「言葉による見方・考え方」の「重点的な要素」について述べた。カリキュ
ラムの具体化においては、「相手」「目的」「意図」など、複数の指導項目にまたがる「重点的な要素」に着目する
ことが有効だと予想される。今後の研究を通して、9年間を見通したカリキュラムの具現化へとつないでいきたい。
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